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０４３-２５９-３１１４

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成２０年３月中間期の決算発表時（平成１９年１１月１６日）に公表い

たしました、平成２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の業績予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．平成２０年３月期　連結業績予想数値の修正（平成１９年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日）

金額単位：百万円

前 回 発 表 予 想 （Ａ）

（平成19年11月16日発表）

今 回 修 正 予 想 （Ｂ）

（平成20年２月８日発表）

増 減 額 （Ｂ－Ａ）

増 減 率 （％）

前 期 実 績

　　（ご参考）１株当たり予想当期純利益 円 95 銭

２．平成２０年３月期　個別業績予想数値の修正（平成１９年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日）

金額単位：百万円

前 回 発 表 予 想 （Ａ）

（平成19年11月16日発表）

今 回 修 正 予 想 （Ｂ）

（平成20年２月８日発表）

増 減 額 （Ｂ－Ａ）

増 減 率 （％）

前 期 実 績

　　（ご参考）１株当たり予想当期純利益 円 91 銭

３．修正の理由

　　平成２０年３月期の業績につきましては、連結・個別ともに、主要得意先の生産増加による売上高の増加に

　加え、北米子会社の営業損失の半減、グループを挙げた構造改革や人員の削減などの効果により、営業利益、

　経常利益ともに前回予想を上回る見込みであります。

　　当期純利益につきましては、平成１８年３月期に北米で発生した製品の不具合に対し、１５億円の追加引当

　が予想されるため、これを特別損失として織込んでおります。

　　なお、当該損失は増収効果などで吸収できる見込みのため、前回予想の当期純利益は修正いたしません。

４．特別損失の追加発生について

　　平成１８年３月期に北米で発生した製品の不具合に対し、平成１９年３月期に製品保証引当金を連結で１５

　億円(個別は４億円)計上いたしましたが、平成２０年３月期に１５億円（個別は１１億円）の追加引当が予想

　されます。なお当該不具合に対する引当金の計上は今期で終了する見込みです。
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